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委員 会報告
各常任委員会の 活動状況を報告します

外
産業厚生

構
工
事
の
発
注
は

幼
保
連
携
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

総務文教常任委員会　　 平成30年５月14日（月）　午前開催

産業厚生常任委員会　　 平成30年５月15日（火）　午前開催

　

各
委
員
か
ら
は
、
産
業

団
地
に
関
す
る
企
業
立
地

条
例
に
つ
い
て
、
広
野
工

業
団
地
と
東
町
地
区
産
業

団
地
の
違
い
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
っ
た
。

　

産
業
団
地
に
関
す
る
企

業
立
地
条
例
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
長
か
ら
企
業
立
地

条
例
が
新
た
に
必
要
な
の

か
、
改
正
と
な
る
の
か
検

討
す
る
。

　

広
野
工
業
団
地
と
東
町

地
区
産
業
団
地
の
違
い
に

つ
い
て
は
、
復
興
企
画
課

長
か
ら
工
業
団
地
は
工
場

地
帯
の
集
積
を
図
る
。
産

業
団
地
は
、
工
場
に
お
け

る
生
産
が
伴
わ
な
い
幅
広

い
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を
図

る
。
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

　

 

各
委
員
よ
り
、
こ
れ
ま

で
施
設
整
備
等
ハ
ー
ド
面

の
説
明
に
終
始
し
て
い
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
体

制
で
、
ど
の
よ
う
な
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
る
の

か
ソ
フ
ト
面
の
説
明
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
本
体
工
事

は
Ｊ
Ｖ
で
の
施
工
で
あ
る

が
、
外
構
工
事
は
地
元
事

業
所
に
発
注
さ
れ
る
の
か

質
疑
が
あ
っ
た
。

　

町
よ
り
、
ソ
フ
ト
面
に

つ
い
て
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・

児
童
館
の
先
生
と
、
こ
ど

も
家
庭
課
で
教
育
課
程
等

の
中
身
を
詰
め
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
5
月
中
に
「
原

案
」
が
出
来
上
が
り
委
員

の
皆
さ
ん
に
お
示
し
致
し

ま
す
、
外
構
工
事
に
つ
い

て
は
地
元
事
業
者
で
も
可

能
と
考
え
て
お
り
検
討
し

て
い
き
た
い
と
の
説
明
で

あ
っ
た
。

ニ

校関

総務文教

総務文教産業厚生

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
開
発
を

舎
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
計
画
を

の
上
線
を
迂
回
す
る
計
画
は

広
野
駅
東
側
開
発

広
野
中
学
校
本
校
舎
で
の
授
業
再
開
に
向
け
た
取
り
組
み

防
災
拠
点
・
道
の
駅
造
成
事
業

　

各
委
員
か
ら
は
、
新
た

な
商
工
会
館
建
設
予
定
地

に
つ
い
て
、
宅
地
分
譲
に

関
す
る
要
望
等
に
つ
い
て
、

農
地
転
用
の
同
意
率
と
用

地
買
収
率
の
差
異
に
つ
い

て
、
宅
地
分
譲
に
関
す
る

開
発
事
業
の
最
終
目
途
に

つ
い
て
、
住
環
境
整
備
に

対
す
る
民
間
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
導
入
に
つ
い
て
、

近
代
化
農
業
ゾ
ー
ン
の
方

向
性
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
っ
た
。

　

担
当
課
長
よ
り
、
商
工

会
館
建
設
予
定
地
に
つ
い

て
は
、
広
野
駅
自
由
通

路
東
側
に
隣
接
す
る
１
、

６
０
０
㎡
の
敷
地
で
あ
る
。

宅
地
分
譲
に
対
す
る
要
望

に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
の

把
握
は
し
て
い
な
い
が
、

　

各
委
員
か
ら
は
、
来
年

の
新
学
期
に
お
け
る
生
徒

数
、
広
野
中
学
校
の
耐
用

年
数
と
改
修
工
事
予
算
、

「
魅
力
化
検
討
委
員
会
」
の

経
過
に
つ
い
て
、
中
学
校

校
舎
の
耐
震
検
査
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

　

担
当
課
長
よ
り
、
新

学
期
に
お
け
る
生
徒
数

は
、
１
年
生
が
16
人
、
２

年
生
が
32
人
、
３
年
生

が
20
人
の
計
68
人
で
あ

る
。
広
野
中
学
校
の
耐
用

年
数
と
改
修
工
事
予
算

は
、
中
学
校
の
耐
用
年
数

は
、
２
０
０
０
年
に
校
舎

の
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
、
税
法
上

２
０
４
７
年
ま
で
の
耐
用

年
数
と
な
る
。
改
修
工
事

の
予
算
は
、
担
当
課
長
か

ら
県
の
負
担
を
求
め
協
議

各
窓
口
に
お
い
て
住
宅
が

ほ
し
い
と
の
声
を
数
人
か

ら
い
た
だ
い
て
い
る
。
農

地
転
用
に
関
す
る
率
の
差

異
に
つ
い
て
は
、
農
地
転

用
に
同
意
す
る
が
、
土
地

に
つ
い
て
は
売
却
し
な
い

と
す
る
差
で
あ
る
。
宅
地

分
譲
に
関
す
る
開
発
事
業

の
最
終
目
途
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
設
計
が
開
始

さ
れ
平
成
32
年
度
完
成
を

目
標
と
し
て
い
る
。
民
間

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
、

民
間
会
社
を
選
定
す
る
方

法
で
進
め
る
。
近
代
化
農

業
ゾ
ー
ン
の
方
向
性
に
つ

い
て
は
、
従
前
の
水
耕
地

帯
に
戻
し
て
い
く
。
と
の

説
明
で
あ
っ
た
。　

し
て
い
く
。
ま
た
、
改
修

工
事
の
予
算
に
つ
い
て
町

長
か
ら
、
県
当
局
の
支
援

を
最
大
限
に
実
行
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
魅
力
化
検
討
委
員
会
」
の

経
過
に
つ
い
て
は
、
担
当

課
長
よ
り
、
昨
年
と
今
年

の
３
月
に
授
業
内
容
の
冊

子
を
保
護
者
に
配
布
し
て

い
る
。
委
員
会
の
内
容
は
、

次
回
、
発
表
す
る
。
中
学

校
校
舎
の
耐
震
検
査
は
、

大
震
災
後
、
検
査
を
行
い

危
険
箇
所
は
補
強
工
事
を

行
っ
た
。
設
計
会
社
か
ら

は
、
震
災
の
工
事
対
象
に

な
ら
な
か
っ
た
も
の
も
含

め
て
問
題
な
い
と
す
る
検

査
結
果
が
出
て
い
る
。
と

の
説
明
で
あ
っ
た
。

幼稚園七夕会

町
総務文教

有
地
を
最
大
限
に
活
用
せ
よ

工
業
団
地
・
東
町
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業

医

決

産業厚生

産業厚生

療
環
境
向
上
推
進
事
業
の
財
源
状
況
は

算
時
の
基
金
残
高
は

高
齢
者
対
策

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革

　

各
委
員
よ
り
、
軽
度
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

状
況
及
び
震
災
後
増
加
し

た
介
護
認
定
者
数
の
推
移

と
対
応
策
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
最
後
に
医
療
環

境
向
上
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
現
在
の
財
源
状
況
に

関
す
る
質
疑
が
あ
っ
た
。

　

町
よ
り
、
軽
度
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
昨
年
度
の
実

績
は
2
件
と
少
な
く
今
後

機
会
を
捉
え
制
度
の
普
及

に
努
め
て
い
き
ま
す
、
要

介
護
に
な
る
要
因
は
様
々

あ
り
経
過
の
分
析
を
進
め

　

各
委
員
よ
り
、
い
つ
も

問
題
に
な
る
の
が
保
険
料

の
未
納
で
あ
る
、
未
納
金

額
と
対
象
者
は
何
人
い
る

の
か
、
収
納
対
策
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
８
町
村
連
携

の
「
収
納
組
織
」
な
ど
に

つ
い
て
、
県
移
行
時
29
年

度
決
算
時
、
基
金
残
高
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

　

町
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
税
の
未
納
件
数
は
37

件
、
未
納
額
１
０
５
２
万

円
（
５
月
15
日
現
在
）
あ

り
、
所
管
の
町
民
税
務
課

と
共
同
で
徴
収
対
策
を

今
般
の
３
カ
年
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。
医
療
環

境
向
上
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
残
高
は
１
５
８
０
万

円
余
り
で
あ
り
現
状
見
込

み
で
は
平
成
30
年
度
ま
で

は
維
持
で
き
る
と
の
説
明

で
あ
っ
た
。

講
じ
て
い
き
ま
す
、
収
納

組
織
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
と
の
説
明
で
あ
っ

た
、
現
在
の
基
金
残
高

1
億
７
０
０
０
万
円
ほ
ど

あ
り
、
３
月
議
決
で
保
険

税
上
昇
分
の
緩
和
に
使
え

る
よ
う
一
文
追
加
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
と
の
説

明
で
あ
っ
た
。

　

委
員
よ
り
、
計
画
の
見

直
し
と
し
て
当
初
開
発
区

域
か
ら
約
４
ha
は
中
止
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
他
消
え
る
事

業
内
容
は
な
ん
で
す
か
、

残
土
搬
出
先
と
し
て
北
部

各
町
の
防
災
緑
地
へ
と
理

解
し
て
い
た
が
ど
う
さ
れ

た
の
か
、
国
道
に
面
し
た

町
道
関
の
上
線
を
迂
回
す

る
計
画
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
っ
た
。

　

町
よ
り
、
開
発
区
域
は

約
６
・
９
ha
に
縮
小
、
大

き
く
は
有
事
の
際
活
動
拠

点
約
２
ha
の
防
災
広
場
他

を
、
維
持
管
理
す
る
に
は

経
営
的
に
厳
し
い
と
判
断

し
削
除
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
は
駐
車
場
の
利
用

を
検
討
し
て
い
ま
す
、
残

土
搬
出
先
と
し
て
当
初

１
０
０
万
ｍ３

を
町
以
北
へ

打
診
し
て
い
ま
し
た
が
、

各
町
と
の
時
間
軸
が
ず
れ

て
し
ま
い
、
そ
の
一
つ
、

富
岡
町
防
災
林
で
は
、
す

で
に
事
業
が
開
始
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
、
そ
の
中

富
岡
町
事
業
、
面
積
35 

ha

の
「
産
業
団
地
整
備
構
想
」

に
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
よ
り

進
め
て
行
き
た
い
、
開
発

行
為
上
の
条
件
を
ク
リ
ア

す
べ
く
町
道
関
の
上
線
奥

で
の
接
続
を
計
画
、
国
交

省
補
助
事
業
を
活
用
し
た

い
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。


